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昨
年
は
地
震
、
台
風
や
異
常
気
象
に

よ
る
局
地
的
な
集
中
豪
雨
、
国
会
で
は

日
韓
関
係
、
桜
を
見
る
会
の
問
題
等
の

騒
ぎ
も
あ
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
令
和

元
年
が
過
ぎ
、
季
節
も
変
わ
り
、
す
っ

か
り
冬
本
番
で
寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
時
期
は
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
増
え
る
時
期
で
も
あ
り
、
そ
の
対

策
の
基
本
は
、
や
は
り
手
洗
い
・
う
が

い
・
十
分
な
睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
事
を
心
が
け
、
免
疫
力
を
高
め
る
こ

と
も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
加
え
て
水
分
補
給
は
夏
だ

け
で
は
な
く
冬
も
重
要
で「
水
分
補
給
」

に
よ
っ
て
喉
や
鼻
の
粘
膜
を
潤
す
こ
と

で
、
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　
自
分
は
大
丈
夫
と
い
う
油
断
は
、
魔

に
付
け
入
る
隙
を
あ
た
え
ま
す
の
で
、

付
け
入
ら
せ
な
い
健
康
管
理
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
黒
　
一
也
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
西
本
　
祐
子

副
委
員
長
　
大
黒
　
一
也

委
　  

員
　
神
出
　
佳
宏

委
　  

員
　
水
本
冨
美
子

委
　  

員
　
港
　
　
一
紫

発
行
責
任
者

議
　  

長
　
宮
本
　
　
隆

　11月16日、保健センターで「第16回議

会報告会」を開催しました。参加者は21

人で、平成30年度の決算と令和元年度の

事業説明などをしました。

　フリートークではテーマに沿った貴重

なご意見をいただきました。今後の町政

や議会の取り組みに活かしていきます。

・ハザードマップをもっとわかりやすく、

　字も大きくしてほしい。

・警報の出し方をもっとわかりやすくし

　てほしい。

・水族館オープン後の渋滞や緊急車両の

　対策を。

・水族館の住民説明会は、いつあるのか。

・浜五番丁交差点の南北の信号機に、右

　折の補助信号を設置してほしい。

・県道33号線の役場前の交差点は、右折

　の大型車がいると大渋滞になる。直進

　車が妨げられて、とても危険。

・所有者不明の空き家が危険な時、町は

　どう対応するのか。

・通学路に防犯カメラを増やしてほしい。

第16回　議会報告会

フリートーク　「安全な まちづくりを目指して」

これを受けて議会から町に、町
から水族館側に申し入れをし、
説明会が開催されました。1月
13日にユープラザで行われた会
には、約150人ほどが参加しま
した。　　

アンケートより
・防災無線が聞こえない。
・交通事故の防止対策をお願いしたい。
・議員はもっと町を強く指導するべきだ。

ハザ
ードマッ

プをもっとわかりやすくハザ
ードマッ

プをもっとわかりやすく

町政を問う「大松杯の課題と展望」ほか
追跡調査　宇小校区に児童館と公園
議会報告会「ハザードマップをわかりやすく」

6

16

7

～入浜式復元塩田　初釜神事～
　かつて日本有数の生産規模を誇った宇多津の塩づくり。
その歴史を後世に伝える復元塩田で、今年も初釜神事が
行われ、関係者が参列しました。現在「宇多津　入浜式
の塩」は六本木の有名シェフにも認められるほどです。
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定
例
会
報
告

議
員
の
賛
否

議会だよりのモニターを募集しています。年４回発行され

る議会だよりをお読みいただき、アンケートに答えていた

だきます。町内にお住まいの方なら、年齢・性別を問いま

せん。お申し込みは、TEL・FAX・✉ で、住所・氏名・電話

番号・年代をお知らせください。

　TEL  49-8014　 FAX  49-8078
       gikai@town.utazu.kagawa.jp

モニター募集

子育て世帯の負担を軽減

　

令
和
元
年
第
４
回
定
例
会
は
12
月
５
日
か
ら
12
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
補
正
予
算
に
関
す
る
議
案
３
件
、
条

例
改
正
な
ど
の
議
案
９
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
を
原
案
通
り
可
決

し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
12
月
６
日
と
９
日
に
行
わ
れ
、
論
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
（
一
般
質
問
は
❼
ペ
ー
ジ
か
ら
）

本会議 議員の賛否
◯は賛成、×は反対、欠は欠席

お　も　な　審　議　案　件

令和元年度　国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

令和元年度　介護保険特別会計補正予算（第１号）
議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
案

人
事
院
勧
告
に
よ
る
期
末
手
当
の
引
き
上
げ

町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例          

　
（
賛
成
多
数
で
可
決
）

町
長
、
副
町
長
及
び
教
育
長
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
　
　         

　
（
賛
成
多
数
で
可
決
）

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
令
和
元
年
度
の
人
事
院
勧
告

に
よ
る
期
末
手
当
や
勤
勉
手
当

に
関
す
る
条
例
整
備
で
あ
る
。

　
今
年
度
か
ら
現
状
よ
り
期
末

手
当
が
0.05
月
分
引
き
上
げ
ら
れ

た
。

お
も
な
内
容

幼
稚
園
・
保
育
所
の
無
償
化
　
　   

（
１
６
０
０
万
円
）

　
国
の
施
策
で
あ
る
幼
稚
園
・
保
育
所
の
無
償
化
の
一
環
で

定
め
た
補
正
予
算
。
国
・
県
か
ら
の
補
助
と
合
わ
せ
て
こ
の

金
額
と
な
っ
て
い
る
。
実
質
の
町
の
負
担
は
２
６
０
万
円
程

度
と
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
❺
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事

太
鼓
台
の
修
繕          

　
　
　
　 

（
２
５
０
万
円
）

   （
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
金
を
活
用
し
、
太
鼓
台

修
繕
の
経
費
に
活
用
す
る
。
　   

❹
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事

海
ホ
タ
ル
の
修
繕
　
　
　
　
　
　  
（
２
０
０
万
円
）

　
海
ホ
タ
ル
の
設
備
の
経
年
劣
化
に
よ
る
損
耗
を
修
繕
す
る
。

                                       

❹
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事

ご
み
処
理
場
の
修
理
　
　        

　
（
３
３
０
万
円
）

　
坂
出
市
と
共
同
で
運
営
し
て
い
る
ご
み
処
理
場
の
老
朽
化

に
と
も
な
い
、
定
期
修
理
の
追
加
工
事
費
用
を
ご
み
の
投
入

量
割
で
負
担
す
る
。

令
和
元
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
９
２
３
万
円
（
全
会
一
致
で
可
決)

条
例
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正
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×

×

◯

×

◯

◯

　

運動会で元気に演技をするこども園の園児たち

会計年度任用職員の給与および費用弁償に関する条例
の制定
地方公務員法・地方自治法の一部改正の法律の施行に
ともなう条例の制定

手数料条例の一部改正
（狂犬病の予防接種　手数料の見直し）

特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の運営
の基準を定める条例の一部改正

神
出
　
佳
宏

水
本
冨
美
子

港      

一
紫

大
黒
　
一
也

井
上
　
弘
治

西
本
　
祐
子

濵
中
　
保
夫

大
松
喜
次
郎

宮
本
　   

隆

議
長
は
可
否
同
数
の
時
の
み
、
裁
決
を
行
う

藍
川
佳
津
樹

令和元年度　宇多津町一般会計補正予算（第４号）
 ・幼稚園や保育所の運営費補助
 ・産業資料館の整備
 ・太鼓台の修繕
 ・ごみ処理場の定期修理

一般職の任期付職員職員の採用に関する条例の制定

町議会議員の報酬・費用弁償に関する条例の一部改正

町長・副町長・教育長の給与に関する条例の一部改正

町の一般職職員の給与に関する条例の一部改正

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

子どものための教育・保育に関する利用者負担額に関す
る条例の一部改正
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会計年度任用職員の給与および費用弁償に関する条例
の制定
地方公務員法・地方自治法の一部改正の法律の施行に
ともなう条例の制定

手数料条例の一部改正
（狂犬病の予防接種　手数料の見直し）

特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の運営
の基準を定める条例の一部改正
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時
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み
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裁
決
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佳
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樹

令和元年度　宇多津町一般会計補正予算（第４号）
 ・幼稚園や保育所の運営費補助
 ・産業資料館の整備
 ・太鼓台の修繕
 ・ごみ処理場の定期修理

一般職の任期付職員職員の採用に関する条例の制定

町議会議員の報酬・費用弁償に関する条例の一部改正

町長・副町長・教育長の給与に関する条例の一部改正

町の一般職職員の給与に関する条例の一部改正

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

子どものための教育・保育に関する利用者負担額に関す
る条例の一部改正
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会

防犯カメラの更新

住民生活課

海ホタルの店舗

まちづくり課

太鼓台の修繕

まちづくり課

家具の転倒防止対策

危機管理課

自主防災組織の資機材

危機管理課

給食・副食費の負担

保健福祉課

狂犬病の予防接種 子ども子育て臨時交付金

住民生活課

保健福祉課

担当課をわかりやすく

教育委員会・保健福祉課

　自主防災組織には資機材などの購
入への補助があるが、その内容は。

総務建設常任委員会関連
子ども・子育てに手厚い給付 補助金活用で防災・防犯

教育民生常任委員会関連

Q 　「家具類転倒防止対策促進事業」
で10世帯分の補助があるが、募集
はするのか。

A 　今回は県主導のモデル事業で日程
などの事情もあり、モデル地区を決
めるため、連合自治会にはかってい
る。
　来年度は町の事業として実施した
いと考えており、その際は広報誌や
ホームページで広く周知し募集した
い。

Q

A 　各組織によって様々だが、防災倉
庫設置、スコップなどの工具のほか、
ヘルメットや防災ラジオ、備蓄食料
などを購入しており、これに対して
半額を上限25万円まで補助してい
る。

Q 　新設はないのか。
A 　更新のための補助金を利用してい
るため、新設はない。

マンションに設置された防災倉庫

予防接種を受けた犬は、首輪にこの票をつけている

「おひなさん」で踊る園児

Q

A

Q

A

Q

A

　県の補助金を受けて防犯カメラ５
基を取り換えるが、どの場所か。
　ゴリラ公園、富士見橋東、富士見
橋西など５か所。

　海ホタルにあった店舗が撤退した
が、新たな店舗は入らないのか。
　店舗を予定しており、施設の補修
などが完了次第、公募する予定。
　　　　　　　　  ❷ページに関連記事

　今回の補正は自治会などの申請を
受けて、太鼓台や獅子の整備費用な
どに対して（財）自治総合センター
が採択した助成金に対応しているも
の。町では平成27年度からこの助
成金を活用しており、今回は横町自
治会。
　　　 　　　　   ❷ページに関連記事

　太鼓台の修繕に対する助成は教育
委員会の所管もあると思うが。

　保育園・幼稚園・こども園の担当
課を利用者にわかりやすくできない
か。

Q 　町の犬の登録件数と狂犬病接種率
は。

A 　犬の登録が964頭、接種率は73.
9％で香川県下では第２位である。

Q 　報告のない死亡した犬の数も含ま
れているのか。

A

Q

A

Q

A
　５年間注射をしていない飼い主に、
ハガキを出して現状確認をし、原票
を抹消している。

Q 　値上げされた香川県の接種料金は、
全国平均より高いのか。

A 　平成29年度は香川県が最低料金で、
最も高かったのは神奈川県の3,050
円。

Q 　今回の値上げは消費増税が関連す
るのか。

A 　ワクチンの原材料費値上げと消費
増税にともなうものである

　保育・教育に関する費用が無償化
されるが、対象者には通知されてい
るのか。また、申請は必要なのか。
　各施設に知らせており、そこで申
請書の提出をお願いしている。
　一時保育やファミリーサポートセ
ンター事業利用の免除の条件は。
　１号認定の子どものうち、新２号
・新３号（新たに長時間保育が必要
になる）の子どもが、一時預かりや
ファミサポを利用する場合、無償と
なる。　　　　   ❷ページに関連記事

Q

A 　予算的には、幼稚園は教育委員会、
保育園・認定こども園は保健福祉課
になっている。担当課も施設ごとで
区分されている。

Q

A 　非課税世帯は、給食・副食費も無
償化している。

　低所得世帯では、逆に給食・副食
費の負担が増えるのでは。

Q

A 　町では非課税世帯の副食費は無償
化している。

　国としては副食費は対象外だった
のでは。

１号認定･･･幼稚園などに通う３～５歳児。
２号認定･･･保育園に通う３～５歳児
３号認定･･･保育園に通う０～２歳児
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政
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問
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追
跡
調
査

　

待ちに待った

問

問問 追跡調査追跡調査

港　一紫　議員

　
　
本
町
の
大
松
杯
は
、
宇
多

津
町
名
誉
町
民
の
故
大
松
博
文

氏
の
偉
業
を
称
え
る
と
と
も
に
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
振
興
・
発
展

や
宇
多
津
町
民
と
他
県
の
方
々

と
の
ふ
れ
あ
い
を
図
る
の
を
目

的
と
し
た
町
を
挙
げ
て
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

　
し
か
し
近
年
、
大
松
杯
を
支

え
る
ス
タ
ッ
フ
の
減
少
や
予
算

の
増
加
な
ど
四
半
世
紀
を
経
っ

た
今
、
い
ろ
ん
な
課
題
が
み
え

て
き
た
。

　
大
松
杯
に
関
わ
る
ス
タ
ッ
フ

の
人
数
は
減
少
し
て
い
る
の
か
。

減
少
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
そ

れ
は
何
が
原
因
か
調
査
し
て
い

る
の
か
。

大
松
杯
の
課
題
と
展
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
松
杯

の
ス
タ
ッ
フ
は
近
年
減
少
傾
向

に
あ
る
。
ス
タ
ッ
フ
の
高
齢
等

　
　
一
般
会
計
で
あ
る
放
送
委

託
料
を
毎
年
１
２
０
万
円
計
上

し
て
い
る
が
、
視
聴
率
は
ど
の

程
度
か
。
大
会
の
映
像
は
参
加

チ
ー
ム
に
対
し
て
参
加
記
念
と

し
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
に
し
て
送
っ

た
り
し
て
い
る
の
か
。

　
　
ス
タ
ッ
フ
や
参
加
者
の
減

少
も
あ
り
、
今
後
の
大
松
杯
の

あ
り
方
を
見
直
す
良
い
タ
イ
ミ

ン
グ
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

町
と
し
て
大
松
杯
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
今
後
の
展

開
を
う
か
が
う
。

　
　
大
松
監
督
は
育
成

に
も
力
を
入
れ
て
お
ら

れ
た
。
今
後
は
宇
多
津

の
大
松
杯
か
ら
世
界
へ

羽
ば
た
く
選
手
が
生
ま

れ
る
大
会
に
し
て
い
け

ば
、
50
回
、
１
０
０
回

と
未
来
に
継
承
さ
れ
る

重
要
な
あ
り
方
だ
と
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
視
聴
率

は
今
回
は
1.1
％
、
23
回
大
会
は

2.9
％
だ
っ
た
。
視
聴
率
が
見
込

め
る
よ
う
に
Ｏ
Ｈ
Ｋ
と
協
議
し

な
が
ら
進
め
た
い
。
大
会
映
像

は
参
加
記
念
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
し
て

各
チ
ー
ム
に
送
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ュ

ニ
ア
へ
の
変
更
は
考
え
て
な

い
。
記
念
大
会
な
ど
に
は
、

ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

や
中
学
校
バ
レ
ー
部
と
選
手

と
の
触
れ
合
い
の
場
や
経
験

者
に
よ
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教

室
を
実
施
し
て
、
ジ
ュ
ニ
ア

の
育
成
や
競
技
人
口
の
拡
大

を
図
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
後
も

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

と
し
て
継
続
し
て
実
施
し
て
い

き
た
い
。

町政を問う
・大松杯の課題と展望

・駅前での歩きタバコ禁止を
・消防団員や屯所設備の充実は

・浜五番丁交差点の事故
・ＳＤＧｓにないＬＧＢＴの権利

・四国水族館の周辺環境は
・がん検診受診率の推移と現状

・高齢者の孤独死予防策
・コミュニティ・スクールの進捗状況
・児童教育支援のあり方の検証

・高校生・大学生の奨学金制度を
・町の助成制度の一覧化を
・消費税増税による町民の生活の影響
・四国初の日米軍事演習と町民の安全

・ふるさと教育の充実を願う
・避難行動要支援者の個別計画の作成は

・北小学校正門前の道路環境を問う
・全国自治体で赤字決算が出ているが
・町の総合戦略と第２期策定

・緊急車両のスムーズな到着は
・使用者の義務と責任

（一般質問の件名）

藍川　佳津樹

神 出 　 佳 宏

水本　冨美子

港 　 　 一 紫

大黒 一也

井 上 　 弘 治

西 本 　 祐 子

濵 中 　 保 夫

大松　喜次郎
生
涯
学
習
課
長

　ス
タ
ッ
フ
は
近
年
減
少
傾
向
に
あ
る

に
よ
り
活
動
が
難
し
く
な
っ
て

き
た
事
が
原
因
。
競
技
ス
タ
ッ

フ
の
必
要
人
数
は
確
保
し
て
い

る
が
、
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
若
い
人
達
に
も
声
を
か
け
て

対
応
し
て
い
く
。

う
。
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
松
杯
に
す
る
お
考
え
は

あ
る
の
か
。

みなと　 かず し

宇小校区に　　　　　児童館と公園
　宇多津小学校区に待ちに待った児童館と公
園が建設されることになりました。場所は宇
多津小学校から少し南に下った津之郷北地区。
今後は放課後児童クラブやキッズプラザ利用
者などからも意見をうかがい、利用しやすい
児童館を目指しています。
　当初の計画通り、子どもたちの憩いの場と
してだけでなく、地域住民も集える児童館に
なる予定です。購入した土地に児童館と公園、
駐輪場・駐車場をどのように配置するのかな
ども調整していきます。

故大松博文監督

子どもたちだけでなく、世代を超えた交流の場が
期待される

一般質問とは・・・
定例の議会で行われます。
議員は行財政全般にわたっ
て、政策提言することがで
きます。そのため、前もっ
て通告をし、質問をする議
員も受ける執行部（町側）
も十分な準備をします。宇
多津町議会では通常、開会
後２日目と３日目に一般質
問を行っています。



問今
津
生
涯
学
習
課
長

6宇多津町議会だより No.757 宇多津町議会だより No.75

一
般
質
問

今
津
生
涯
学
習
課
長

今
津
生
涯
学
習
課
長

今
津
生
涯
学
習
課
長

町
政
を
問
う

　

追
跡
調
査

　

待ちに待った

問

問問 追跡調査追跡調査

港　一紫　議員

　
　
本
町
の
大
松
杯
は
、
宇
多

津
町
名
誉
町
民
の
故
大
松
博
文

氏
の
偉
業
を
称
え
る
と
と
も
に
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
振
興
・
発
展

や
宇
多
津
町
民
と
他
県
の
方
々

と
の
ふ
れ
あ
い
を
図
る
の
を
目

的
と
し
た
町
を
挙
げ
て
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

　
し
か
し
近
年
、
大
松
杯
を
支

え
る
ス
タ
ッ
フ
の
減
少
や
予
算

の
増
加
な
ど
四
半
世
紀
を
経
っ

た
今
、
い
ろ
ん
な
課
題
が
み
え

て
き
た
。

　
大
松
杯
に
関
わ
る
ス
タ
ッ
フ

の
人
数
は
減
少
し
て
い
る
の
か
。

減
少
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
そ

れ
は
何
が
原
因
か
調
査
し
て
い

る
の
か
。

大
松
杯
の
課
題
と
展
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
松
杯

の
ス
タ
ッ
フ
は
近
年
減
少
傾
向

に
あ
る
。
ス
タ
ッ
フ
の
高
齢
等

　
　
一
般
会
計
で
あ
る
放
送
委

託
料
を
毎
年
１
２
０
万
円
計
上

し
て
い
る
が
、
視
聴
率
は
ど
の

程
度
か
。
大
会
の
映
像
は
参
加

チ
ー
ム
に
対
し
て
参
加
記
念
と

し
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
に
し
て
送
っ

た
り
し
て
い
る
の
か
。

　
　
ス
タ
ッ
フ
や
参
加
者
の
減

少
も
あ
り
、
今
後
の
大
松
杯
の

あ
り
方
を
見
直
す
良
い
タ
イ
ミ

ン
グ
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

町
と
し
て
大
松
杯
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
今
後
の
展

開
を
う
か
が
う
。

　
　
大
松
監
督
は
育
成

に
も
力
を
入
れ
て
お
ら

れ
た
。
今
後
は
宇
多
津

の
大
松
杯
か
ら
世
界
へ

羽
ば
た
く
選
手
が
生
ま

れ
る
大
会
に
し
て
い
け

ば
、
50
回
、
１
０
０
回

と
未
来
に
継
承
さ
れ
る

重
要
な
あ
り
方
だ
と
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
視
聴
率

は
今
回
は
1.1
％
、
23
回
大
会
は

2.9
％
だ
っ
た
。
視
聴
率
が
見
込

め
る
よ
う
に
Ｏ
Ｈ
Ｋ
と
協
議
し

な
が
ら
進
め
た
い
。
大
会
映
像

は
参
加
記
念
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
し
て

各
チ
ー
ム
に
送
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ュ

ニ
ア
へ
の
変
更
は
考
え
て
な

い
。
記
念
大
会
な
ど
に
は
、

ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

や
中
学
校
バ
レ
ー
部
と
選
手

と
の
触
れ
合
い
の
場
や
経
験

者
に
よ
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教

室
を
実
施
し
て
、
ジ
ュ
ニ
ア

の
育
成
や
競
技
人
口
の
拡
大

を
図
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
後
も

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

と
し
て
継
続
し
て
実
施
し
て
い

き
た
い
。

町政を問う
・大松杯の課題と展望

・駅前での歩きタバコ禁止を
・消防団員や屯所設備の充実は
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（一般質問の件名）

藍川　佳津樹

神 出 　 佳 宏

水本　冨美子

港 　 　 一 紫

大黒 一也

井 上 　 弘 治

西 本 　 祐 子

濵 中 　 保 夫

大松　喜次郎
生
涯
学
習
課
長

　ス
タ
ッ
フ
は
近
年
減
少
傾
向
に
あ
る

に
よ
り
活
動
が
難
し
く
な
っ
て

き
た
事
が
原
因
。
競
技
ス
タ
ッ

フ
の
必
要
人
数
は
確
保
し
て
い

る
が
、
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
若
い
人
達
に
も
声
を
か
け
て

対
応
し
て
い
く
。

う
。
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
松
杯
に
す
る
お
考
え
は

あ
る
の
か
。

みなと　 かず し

宇小校区に　　　　　児童館と公園
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今後は放課後児童クラブやキッズプラザ利用
者などからも意見をうかがい、利用しやすい
児童館を目指しています。
　当初の計画通り、子どもたちの憩いの場と
してだけでなく、地域住民も集える児童館に
なる予定です。購入した土地に児童館と公園、
駐輪場・駐車場をどのように配置するのかな
ども調整していきます。

故大松博文監督

子どもたちだけでなく、世代を超えた交流の場が
期待される

一般質問とは・・・
定例の議会で行われます。
議員は行財政全般にわたっ
て、政策提言することがで
きます。そのため、前もっ
て通告をし、質問をする議
員も受ける執行部（町側）
も十分な準備をします。宇
多津町議会では通常、開会
後２日目と３日目に一般質
問を行っています。
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問問

中
谷
教
育
次
長

近
藤
危
機
管
理
課
長

近
藤
危
機
管
理
課
長

問 問

問

一
般
質
問

一
般
質
問

亀
井
副
町
長

谷
川
町
長

問問

亀
井
副
町
長

大黒　一也　議員
だいこく　    かず や

井上　弘治　議員
いのうえ　　 こう  じ

　
　
北
小
学
校
の
正
門
周
辺
。

こ
こ
に
宅
急
便
な
ど
の
搬
送
車

の
駐
車
が
停
車
。
こ
の
正
門
の

す
ぐ
横
に
横
断
歩
道
が
あ
る
。

登
下
校
時
に
停
車
し
た
ト
ラ
ッ

ク
の
車
体
で
対
向
す
る
自
動
車

の
運
転
手
の
視
界
か
ら
児
童
の

　
　
全
国
の
市
町
村
自
治
体
で

赤
字
決
算
の
団
体
が
平
成
29
年

度
３
団
体
。
平
成
30
年
度
が
１

団
体
。
地
方
債
の
発
行
に
総
務

大
臣
等
の
許
可
を
必
要
と
す
る

自
治
体
も
い
く
つ
か
出
て
い
る
。

そ
こ
で
『
地
方
公
共
団
体
の
財

政
健
全
化
に
関
す
る
法
律
』
に

つ
い
て
、
本
町
の
財
政
状
況
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

北
小
学
校
正
門
前
の
道
路
環
境
を
問
う

教
育
次
長

　必
要
に
応
じ
対
策
を
講
じ
る

全
国
自
治
体
で
赤
字
決
算
が
出
て
い
る
が

副
町
長

　本
町
の
財
政
は
健
全
運
営
を
行
っ
て
き
た

　
　
１
１
９
番
登
録
制
度
の
現

状
と
再
度
周
知
広
報
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
。

　
　
本
町
の
職
員
の
定
期
的
な

免
許
証
の
確
認
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
。

　
　
近
年
、
県
内
の
自
治
体
が

連
続
し
て
、
こ
の
実
質
単
年
度

収
支
の
赤
字
決
算
を
し
て
い
る
。

こ
の
指
標
は
決
算
書
に
掲
載
さ

れ
な
い
。
財
政
の
講
師
の
表
現

は
『
財
政
に
関
す
る
中
性
脂
肪

が
溜
ま
っ
て
い
く
指
標
』
と
言

う
。
財
政
の
健
全
化
指
標
の
み

な
ら
ず
実
質
単
年
度
収
支
も
含

ん
で
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

問
う
。

　
　
身
近
に
あ
る
生
活
道
路
は
、

災
害
時
の
避
難
路
を
確
保
す
る

た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
お
り
、
町
内
に
は
、
消
防
車

や
救
急
車
が
直
進
は
出
来
る
が

右
左
折
で
き
な
い
狭
い
道
路
が

あ
り
、
進
入
で
き
な
い
と
、
防

災
面
安
全
面
で
も
問
題
が
生
じ

て
、
時
間
が
か
か
る
の
で
は
な

い
か
。 

緊
急
車
両
が
ス
ム
ー
ズ

緊
急
車
両
の
ス
ム
ー
ズ
な
到
着
は

危
機
管
理
課
長

　緊
急
車
両
は
ス
ム
ー
ズ
な
運
行
に
な
っ
て
い
る

使
用
者
の
義
務
と
責
任

副
町
長

　免
許
証
や
自
動
車
保
険
の
確
認
に
つ
い
て
は
検
討
す
る

な
現
場
到
着
、
搬
送
で
き
る
対

応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
消
防
車

は
発
生
現
場
に
一
番
近
い
消
火

栓
・
た
め
池
な
ど
の
水
利
を
目

指
し
、
火
点
と
水
利
の
最
も
適

切
な
場
所
に
車
両
を
止
め
、
ホ

ー
ス
を
伸
ば
す
こ
と
で
対
処
、

　
　
　
　
　
　
夕
張
市
の
財
政

破
綻
を
契
機
に
財
政
健
全
化
を

促
進
す
る
目
的
に
制
定
さ
れ
た
。

自
治
体
財
政
を
公
表
し
、
早
い

段
階
か
ら
健
全
化
に
向
け
た
対

策
を
実
施
す
る
の
が
狙
い
。
本

町
の
財
政
は
健
全
運
営
を
行
っ

て
き
た
と
認
識
す
る
。

　
　
　
　
　
　
日
々
運
転
業
務

に
当
た
る
環
境
衛
生
部
門
の
職

員
は
毎
年
、
確
認
を
し
て
い
る
。

　
今
後
と
も
意
識
づ
け
と
し
て

懲
戒
処
分
等
の
基
準
要
綱
で
の

処
分
対
象
と
な
る
無
免
許
運
転
、

無
資
格
運
転
な
ど
に
つ
い
て
も

職
員
に
は
強
く
周
知
を
す
る
。

確
認
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

姿
が
見
え
な
い
。
こ
の
道
路
は
、

自
動
車
の
交
通
量
が
多
く
自
動

車
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
。
学
校

の
正
門
前
が
危
険
度
高
い
。
補

助
制
度
と
し
て
国
交
省
の
防
災

安
全
交
付
金
が
利
用
で
き
る
。

こ
の
対
策
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
自
動
車
は
日
常
生
活
に
欠

か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

常
に
交
通
事
故
と
隣
り
合
わ
せ

た
危
険
性
を
持
っ
た
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
本
町
の
職
員

も
大
半
が
通
勤
手
段
と
し
て
マ

イ
カ
ー
を
使
用
し
て
お
り
、
交

通
事
故
も
起
き
る
こ
と
も
、
更

に
事
故
形
態
に
よ
っ
て
は
使
用

　
　
　
　
　
　
マ
イ
カ
ー
通
勤

に
お
い
て
、
直
接
現
場
へ
の
送

迎
な
ど
、
そ
の
状
況
に
よ
っ
て

使
用
者
責
任
を
認
め
ら
れ
た
判

例
も
あ
る
。
今
後
法
的
な
解
釈
、

実
情
な
ど
を
詳
し
く
調
査
し
、

免
許
証
、
自
動
車
保
険
の
確
認

に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

救
急
車
は
行
け
る
所
ま
で
進
入

し
、
そ
の
先
は
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ

ー
で
の
ス
ム
ー
ズ
な
搬
送
に
な

っ
て
い
る
。

者
責
任
を
負
う
こ
と
も
。
マ
イ

カ
ー
職
員
の
実
態
把
握
の
為
に

免
許
証
ま
た
は
自
動
車
保
険
の

加
入
確
認
を
調
査
し
て
み
て
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
児
童
の
通
行

に
危
険
が
あ
る
も
の
と
認
識
し

た
。
速
や
か
に
学
校
と
事
実
確

認
し
、
今
後
の
安
全
確
保
に
つ

い
て
関
係
者
に
注
意
喚
起
し
た
。

最
近
、
移
動
式
速
度
測
定
器
の

運
用
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
低

　
　
　
　
　
職
員
一
人
ひ
と
り

が
財
政
状
況
に
対
す
る
危
機
意

識
、
コ
ス
ト
意
識
を
持
つ
と
共

に
知
恵
と
創
意
工
夫
に
よ
り
持

続
可
能
な
財
政
運
営
に
努
め
て

い
く
。

速
度
で
の
走
行
が
浸
透
す
る
と

考
え
る
。
現
状
を
再
度
確
認
し
、

対
策
を
講
じ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
度

の
全
登
録
は
11
月
末
現
在
２
７

２
７
名
、
そ
の
う
ち
宇
多
津
町

は
１
３
０
名
。
窓
口
が
坂
出
消

防
署
な
の
で
、
制
度
の
趣
旨
に

つ
い
て
は
広
報
誌
や
地
域
の
防

災
講
習
会
な
ど
の
場
を
利
用
し

て
今
後
も
高
齢
者
に
周
知
を
し

て
い
く
。

　
　

亀
井
副
町
長
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問
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。
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治
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で
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算
の
団
体
が
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成
29
年

度
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団
体
。
平
成
30
年
度
が
１

団
体
。
地
方
債
の
発
行
に
総
務

大
臣
等
の
許
可
を
必
要
と
す
る

自
治
体
も
い
く
つ
か
出
て
い
る
。

そ
こ
で
『
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方
公
共
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の
財

政
健
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化
に
関
す
る
法
律
』
に

つ
い
て
、
本
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の
財
政
状
況
に

つ
い
て
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ね
る
。

北
小
学
校
正
門
前
の
道
路
環
境
を
問
う

教
育
次
長

　必
要
に
応
じ
対
策
を
講
じ
る

全
国
自
治
体
で
赤
字
決
算
が
出
て
い
る
が

副
町
長

　本
町
の
財
政
は
健
全
運
営
を
行
っ
て
き
た

　
　
１
１
９
番
登
録
制
度
の
現

状
と
再
度
周
知
広
報
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
。

　
　
本
町
の
職
員
の
定
期
的
な

免
許
証
の
確
認
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
。

　
　
近
年
、
県
内
の
自
治
体
が

連
続
し
て
、
こ
の
実
質
単
年
度

収
支
の
赤
字
決
算
を
し
て
い
る
。

こ
の
指
標
は
決
算
書
に
掲
載
さ

れ
な
い
。
財
政
の
講
師
の
表
現

は
『
財
政
に
関
す
る
中
性
脂
肪

が
溜
ま
っ
て
い
く
指
標
』
と
言

う
。
財
政
の
健
全
化
指
標
の
み

な
ら
ず
実
質
単
年
度
収
支
も
含

ん
で
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

問
う
。

　
　
身
近
に
あ
る
生
活
道
路
は
、

災
害
時
の
避
難
路
を
確
保
す
る

た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
お
り
、
町
内
に
は
、
消
防
車

や
救
急
車
が
直
進
は
出
来
る
が

右
左
折
で
き
な
い
狭
い
道
路
が

あ
り
、
進
入
で
き
な
い
と
、
防

災
面
安
全
面
で
も
問
題
が
生
じ

て
、
時
間
が
か
か
る
の
で
は
な

い
か
。 

緊
急
車
両
が
ス
ム
ー
ズ

緊
急
車
両
の
ス
ム
ー
ズ
な
到
着
は

危
機
管
理
課
長

　緊
急
車
両
は
ス
ム
ー
ズ
な
運
行
に
な
っ
て
い
る

使
用
者
の
義
務
と
責
任

副
町
長

　免
許
証
や
自
動
車
保
険
の
確
認
に
つ
い
て
は
検
討
す
る

な
現
場
到
着
、
搬
送
で
き
る
対

応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
消
防
車

は
発
生
現
場
に
一
番
近
い
消
火

栓
・
た
め
池
な
ど
の
水
利
を
目

指
し
、
火
点
と
水
利
の
最
も
適

切
な
場
所
に
車
両
を
止
め
、
ホ

ー
ス
を
伸
ば
す
こ
と
で
対
処
、

　
　
　
　
　
　
夕
張
市
の
財
政

破
綻
を
契
機
に
財
政
健
全
化
を

促
進
す
る
目
的
に
制
定
さ
れ
た
。

自
治
体
財
政
を
公
表
し
、
早
い

段
階
か
ら
健
全
化
に
向
け
た
対

策
を
実
施
す
る
の
が
狙
い
。
本

町
の
財
政
は
健
全
運
営
を
行
っ

て
き
た
と
認
識
す
る
。

　
　
　
　
　
　
日
々
運
転
業
務

に
当
た
る
環
境
衛
生
部
門
の
職

員
は
毎
年
、
確
認
を
し
て
い
る
。

　
今
後
と
も
意
識
づ
け
と
し
て

懲
戒
処
分
等
の
基
準
要
綱
で
の

処
分
対
象
と
な
る
無
免
許
運
転
、

無
資
格
運
転
な
ど
に
つ
い
て
も

職
員
に
は
強
く
周
知
を
す
る
。

確
認
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

姿
が
見
え
な
い
。
こ
の
道
路
は
、

自
動
車
の
交
通
量
が
多
く
自
動

車
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
。
学
校

の
正
門
前
が
危
険
度
高
い
。
補

助
制
度
と
し
て
国
交
省
の
防
災

安
全
交
付
金
が
利
用
で
き
る
。

こ
の
対
策
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
自
動
車
は
日
常
生
活
に
欠

か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

常
に
交
通
事
故
と
隣
り
合
わ
せ

た
危
険
性
を
持
っ
た
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
本
町
の
職
員

も
大
半
が
通
勤
手
段
と
し
て
マ

イ
カ
ー
を
使
用
し
て
お
り
、
交

通
事
故
も
起
き
る
こ
と
も
、
更

に
事
故
形
態
に
よ
っ
て
は
使
用

　
　
　
　
　
　
マ
イ
カ
ー
通
勤

に
お
い
て
、
直
接
現
場
へ
の
送

迎
な
ど
、
そ
の
状
況
に
よ
っ
て

使
用
者
責
任
を
認
め
ら
れ
た
判

例
も
あ
る
。
今
後
法
的
な
解
釈
、

実
情
な
ど
を
詳
し
く
調
査
し
、

免
許
証
、
自
動
車
保
険
の
確
認

に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

救
急
車
は
行
け
る
所
ま
で
進
入

し
、
そ
の
先
は
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ

ー
で
の
ス
ム
ー
ズ
な
搬
送
に
な

っ
て
い
る
。

者
責
任
を
負
う
こ
と
も
。
マ
イ

カ
ー
職
員
の
実
態
把
握
の
為
に

免
許
証
ま
た
は
自
動
車
保
険
の

加
入
確
認
を
調
査
し
て
み
て
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
児
童
の
通
行

に
危
険
が
あ
る
も
の
と
認
識
し

た
。
速
や
か
に
学
校
と
事
実
確

認
し
、
今
後
の
安
全
確
保
に
つ

い
て
関
係
者
に
注
意
喚
起
し
た
。

最
近
、
移
動
式
速
度
測
定
器
の

運
用
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
低

　
　
　
　
　
職
員
一
人
ひ
と
り

が
財
政
状
況
に
対
す
る
危
機
意

識
、
コ
ス
ト
意
識
を
持
つ
と
共

に
知
恵
と
創
意
工
夫
に
よ
り
持

続
可
能
な
財
政
運
営
に
努
め
て

い
く
。

速
度
で
の
走
行
が
浸
透
す
る
と

考
え
る
。
現
状
を
再
度
確
認
し
、

対
策
を
講
じ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
度

の
全
登
録
は
11
月
末
現
在
２
７

２
７
名
、
そ
の
う
ち
宇
多
津
町

は
１
３
０
名
。
窓
口
が
坂
出
消

防
署
な
の
で
、
制
度
の
趣
旨
に

つ
い
て
は
広
報
誌
や
地
域
の
防

災
講
習
会
な
ど
の
場
を
利
用
し

て
今
後
も
高
齢
者
に
周
知
を
し

て
い
く
。

　
　

亀
井
副
町
長
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問 問

問

問 一
般
質
問

一
般
質
問

問

近
藤
危
機
管
理
課
長

近
藤
危
機
管
理
課
長

今
井
住
民
生
活
課
長

今
井
住
民
生
活
課
長

谷
川
町
長

今
井
住
民
生
活
課
長

西本　祐子　議員
にしもと　　ゆう こ

濵中　保夫　議員
はまなか　    やす お

　
　
日
本
損
害
保
険
協
会
作
成

の
「
全
国
交
通
事
故
多
発
交
差

点
マ
ッ
プ
」
に
よ
る
と
２
０
１

８
年
に
県
内
で
最
も
人
身
事
故

が
多
か
っ
た
の
は
、
「
浜
五
番

丁
交
差
点
」
で
12
件
。
内
訳
は

追
突
６
、
右
折
直
進
２
、
左
折

浜
五
番
丁
交
差
点
の
事
故

住
民
生
活
課
長
　
交
差
点
北
側
の
町
道
に
て
右
折
レ
ー
ン
の
設
置
工
事

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
な
い
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
権
利
　

住
民
生
活
課
長
　
導
入
に
つ
い
て
も
調
査
研
究
を
し
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
通
事

故
多
発
交
差
点
ラ
ン
キ
ン
グ
で

「
浜
五
番
丁
交
差
点
」
は
、
交

通
量
が
多
く
、
交
差
点
が
他
と

比
べ
て
大
き
い
こ
と
か
ら
一
位

に
な
っ
た
。
坂
出
警
察
署
に
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
企
業
の

協
力
や
教
育
現
場
へ
の
呼
び
か

け
な
ど
は
今
後
の
課
題
と
し
て

検
討
し
た
い
。

　
　
最
近
、
宇
多
津
駅
前
の
歩

道
に
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
が
多

く
捨
て
ら
れ
て
い
る
と
聞
く
。

令
和
２
年
３
月
に
は
水
族
館
も

開
業
し
、
さ
ら
に
観
光
客
が
増

え
る
の
で
、
駅
周
辺
を
路
上
喫

煙
禁
止
に
し
て
は
ど
う
か
。
歩

き
タ
バ
コ
は
特
に
ベ
ビ
ー
カ
ー

　
　
３
年
前
は
「
定
員
１
０
８

名
に
対
し
、
１
０
０
名
の
団
員

が
い
て
問
題
な
い
」
と
い
う
答

弁
だ
っ
た
。
し
か
し
９
月
議
会

で
、
定
年
を
延
長
し
な
け
れ
ば

人
材
不
足
に
陥
る
厳
し
い
現
状

に
な
っ
て
い
た
。
地
域
の
住
民

の
近
く
で
活
動
す
る
こ
と
の
多

い
消
防
団
員
は
、
災
害
時
に
は

と
て
も
重
要
な
役
割
を
担
う
。

駅
前
で
の
歩
き
タ
バ
コ
禁
止
を

住
民
生
活
課
長
　
駅
前
な
ど
を「
ポ
イ
捨
て
重
点
区
域
」に
す
る

消
防
団
員
や
屯
所
設
備
の
充
実
は

危
機
管
理
課
長
　
団
員
募
集
を
充
実
し
、
屯
所
設
備
も
見
直
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
駅
前
で

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
や
環
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
、

団
員
は
99
名
が
在
籍
し
て
い
る
。

歩道にこんな表示があると、
タバコを吸いにくい

若
手
の
加
入
が
進
ま
な
い
よ
う

だ
が
、
ど
の
よ
う
に
募
集
や
勧

誘
を
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

地
元
企
業
な
ど
へ
の
協
力
の
呼

び
か
け
は
。
大
切
な
待
機
場
所

と
な
る
屯
所
設
備
は
充
実
し
て

い
る
の
か
。

団
員
の
募
集
に
つ
い
て
は
、
広

報
誌
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ほ
か
、
現
役
団
員
に
よ
る
勧
誘

を
行
っ
て
い
る
が
、
企
業
な
ど

へ
の
呼
び
か
け
は
し
て
い
な
い
。

　
各
分
団
に
問
い
合
わ
せ
、
エ

ア
コ
ン
な
ど
の
付
け
替
え
を
行

っ
た
。
ま
た
、
ト
イ
レ
の
な
い

と
こ
ろ
は
自
治
会
長
の
了
解
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
分
館
の
ト
イ
レ

に
と
っ
て
は
危
険
。
幸
い
駅
に

喫
煙
所
が
あ
り
、
喫
煙
者
も
そ

ん
な
に
不
便
に
な
る
わ
け
で
は

な
い
。
ぜ
ひ
導
入
い
た
だ
き
た

い
が
。

時
１
、
出
会
い
頭
１
、
人
対
車

両
２
、
合
計
12
件
。
来
年
３
月

の
四
国
水
族
館
の
オ
ー
プ
ン
に

と
も
な
い
早
め
の
交
通
事
故
対

策
を
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、

町
及
び
警
察
の
対
応
は
。
　

　
　
持
続
可
能
な
開
発
目
標

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
で
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
を
実
現
し
よ
う
、
人
や

国
の
不
平
等
を
な
く
そ
う
、
平

和
と
公
正
を
す
べ
て
の
人
に
な

ど
は
書
か
れ
て
い
る
が
、
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
は
ど
こ
に
も
述
べ
ら
れ
て

い
な
い
。
世
界
で
50
の
国
し
か
、

法
的
効
果
が
あ
る
結
婚
や
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
導
入
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
３

０
年
ま
で
に
達
成
す
べ
き
持
続

可
能
な
開
発
目
標
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、

　
　
　
　
　
三
豊
市
が
今
年
度
、

高
松
市
が
来
年
度
に
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
の
制
度
を
導
入
す
る

と
い
う
報
道
が
な
さ
れ
て
い
る
。

私
と
し
て
は
調
査
研
究
し
、
そ

ん
な
に
遠
く
な
い
時
期
に
な
る

の
で
は
と
考
え
、
議
員
各
位
の

意
見
も
聞
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

て
い
な
い
。
し
か
し
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
大
き
な
テ
ー
マ
「
誰
ひ
と
り

取
り
残
さ
な
い
」
と
言
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
宇
多
津
町
で
は
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
は
可
能

か
。
　

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
環
境
美
化
に

努
め
て
い
る
。
駅
構
内
は
終
日

禁
煙
で
駅
北
口
に
喫
煙
場
所
を

設
置
し
て
い
る
。
水
族
館
開
業

な
ど
で
観
光
客
増
加
も
見
込
ま

れ
る
。
表
示
型
の
啓
発
看
板
を

設
置
す
る
ほ
か
、
駅
か
ら
水
族

館
ま
で
の
区
域
を
「
ポ
イ
捨
て

い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
四
国
水
族

館
開
業
に
と
も
な
う
周
辺
整
備

に
よ
り
、
交
差
点
北
側
の
町
道

に
て
右
折
レ
ー
ン
の
設
置
工
事

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
協
力
企
業
に
は
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
。
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の

取
り
組
み
は
。

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

重
点
区
域
」
と
し
て
環
境
パ
ト

ロ
ー
ル
の
コ
ー
ス
に
加
え
た
い
。

17
の
目
標
と
１
６
９
の
具
体
的

目
標
で
構
成
さ
れ
「
誰
ひ
と
り

取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う
大
き

な
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
い
る
。
本

町
に
お
い
て
も
、
性
的
少
数
者

の
方
々
が
自
分
ら
し
く
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町
に
な
る
よ
う
、

一
層
の
啓
発
に
努
め
導
入
に
つ

い
て
も
調
査
研
究
を
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。
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活
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長
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にしもと　　ゆう こ

濵中　保夫　議員
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日
本
損
害
保
険
協
会
作
成

の
「
全
国
交
通
事
故
多
発
交
差

点
マ
ッ
プ
」
に
よ
る
と
２
０
１

８
年
に
県
内
で
最
も
人
身
事
故

が
多
か
っ
た
の
は
、
「
浜
五
番

丁
交
差
点
」
で
12
件
。
内
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は

追
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６
、
右
折
直
進
２
、
左
折

浜
五
番
丁
交
差
点
の
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故

住
民
生
活
課
長
　
交
差
点
北
側
の
町
道
に
て
右
折
レ
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ン
の
設
置
工
事

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
な
い
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
権
利
　

住
民
生
活
課
長
　
導
入
に
つ
い
て
も
調
査
研
究
を
し
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
通
事

故
多
発
交
差
点
ラ
ン
キ
ン
グ
で

「
浜
五
番
丁
交
差
点
」
は
、
交

通
量
が
多
く
、
交
差
点
が
他
と

比
べ
て
大
き
い
こ
と
か
ら
一
位

に
な
っ
た
。
坂
出
警
察
署
に
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
企
業
の

協
力
や
教
育
現
場
へ
の
呼
び
か

け
な
ど
は
今
後
の
課
題
と
し
て

検
討
し
た
い
。

　
　
最
近
、
宇
多
津
駅
前
の
歩

道
に
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
が
多

く
捨
て
ら
れ
て
い
る
と
聞
く
。

令
和
２
年
３
月
に
は
水
族
館
も

開
業
し
、
さ
ら
に
観
光
客
が
増

え
る
の
で
、
駅
周
辺
を
路
上
喫

煙
禁
止
に
し
て
は
ど
う
か
。
歩

き
タ
バ
コ
は
特
に
ベ
ビ
ー
カ
ー

　
　
３
年
前
は
「
定
員
１
０
８

名
に
対
し
、
１
０
０
名
の
団
員

が
い
て
問
題
な
い
」
と
い
う
答

弁
だ
っ
た
。
し
か
し
９
月
議
会

で
、
定
年
を
延
長
し
な
け
れ
ば

人
材
不
足
に
陥
る
厳
し
い
現
状

に
な
っ
て
い
た
。
地
域
の
住
民

の
近
く
で
活
動
す
る
こ
と
の
多

い
消
防
団
員
は
、
災
害
時
に
は

と
て
も
重
要
な
役
割
を
担
う
。

駅
前
で
の
歩
き
タ
バ
コ
禁
止
を

住
民
生
活
課
長
　
駅
前
な
ど
を「
ポ
イ
捨
て
重
点
区
域
」に
す
る

消
防
団
員
や
屯
所
設
備
の
充
実
は

危
機
管
理
課
長
　
団
員
募
集
を
充
実
し
、
屯
所
設
備
も
見
直
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
駅
前
で

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
や
環
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
、

団
員
は
99
名
が
在
籍
し
て
い
る
。

歩道にこんな表示があると、
タバコを吸いにくい

若
手
の
加
入
が
進
ま
な
い
よ
う

だ
が
、
ど
の
よ
う
に
募
集
や
勧

誘
を
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

地
元
企
業
な
ど
へ
の
協
力
の
呼

び
か
け
は
。
大
切
な
待
機
場
所

と
な
る
屯
所
設
備
は
充
実
し
て

い
る
の
か
。

団
員
の
募
集
に
つ
い
て
は
、
広

報
誌
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ほ
か
、
現
役
団
員
に
よ
る
勧
誘

を
行
っ
て
い
る
が
、
企
業
な
ど

へ
の
呼
び
か
け
は
し
て
い
な
い
。

　
各
分
団
に
問
い
合
わ
せ
、
エ

ア
コ
ン
な
ど
の
付
け
替
え
を
行

っ
た
。
ま
た
、
ト
イ
レ
の
な
い

と
こ
ろ
は
自
治
会
長
の
了
解
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
分
館
の
ト
イ
レ

に
と
っ
て
は
危
険
。
幸
い
駅
に

喫
煙
所
が
あ
り
、
喫
煙
者
も
そ

ん
な
に
不
便
に
な
る
わ
け
で
は

な
い
。
ぜ
ひ
導
入
い
た
だ
き
た

い
が
。

時
１
、
出
会
い
頭
１
、
人
対
車

両
２
、
合
計
12
件
。
来
年
３
月

の
四
国
水
族
館
の
オ
ー
プ
ン
に

と
も
な
い
早
め
の
交
通
事
故
対

策
を
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、

町
及
び
警
察
の
対
応
は
。
　

　
　
持
続
可
能
な
開
発
目
標

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
で
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
を
実
現
し
よ
う
、
人
や

国
の
不
平
等
を
な
く
そ
う
、
平

和
と
公
正
を
す
べ
て
の
人
に
な

ど
は
書
か
れ
て
い
る
が
、
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
は
ど
こ
に
も
述
べ
ら
れ
て

い
な
い
。
世
界
で
50
の
国
し
か
、

法
的
効
果
が
あ
る
結
婚
や
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
導
入
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
３

０
年
ま
で
に
達
成
す
べ
き
持
続

可
能
な
開
発
目
標
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、

　
　
　
　
　
三
豊
市
が
今
年
度
、

高
松
市
が
来
年
度
に
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
の
制
度
を
導
入
す
る

と
い
う
報
道
が
な
さ
れ
て
い
る
。

私
と
し
て
は
調
査
研
究
し
、
そ

ん
な
に
遠
く
な
い
時
期
に
な
る

の
で
は
と
考
え
、
議
員
各
位
の

意
見
も
聞
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

て
い
な
い
。
し
か
し
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
大
き
な
テ
ー
マ
「
誰
ひ
と
り

取
り
残
さ
な
い
」
と
言
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
宇
多
津
町
で
は
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
は
可
能

か
。
　

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
環
境
美
化
に

努
め
て
い
る
。
駅
構
内
は
終
日

禁
煙
で
駅
北
口
に
喫
煙
場
所
を

設
置
し
て
い
る
。
水
族
館
開
業

な
ど
で
観
光
客
増
加
も
見
込
ま

れ
る
。
表
示
型
の
啓
発
看
板
を

設
置
す
る
ほ
か
、
駅
か
ら
水
族

館
ま
で
の
区
域
を
「
ポ
イ
捨
て

い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
四
国
水
族

館
開
業
に
と
も
な
う
周
辺
整
備

に
よ
り
、
交
差
点
北
側
の
町
道

に
て
右
折
レ
ー
ン
の
設
置
工
事

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
協
力
企
業
に
は
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
。
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の

取
り
組
み
は
。

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

重
点
区
域
」
と
し
て
環
境
パ
ト

ロ
ー
ル
の
コ
ー
ス
に
加
え
た
い
。

17
の
目
標
と
１
６
９
の
具
体
的

目
標
で
構
成
さ
れ
「
誰
ひ
と
り

取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う
大
き

な
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
い
る
。
本

町
に
お
い
て
も
、
性
的
少
数
者

の
方
々
が
自
分
ら
し
く
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町
に
な
る
よ
う
、

一
層
の
啓
発
に
努
め
導
入
に
つ

い
て
も
調
査
研
究
を
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。
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瀬
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今
年
の
８
月
に
町
内
で
高

齢
者
の
一
人
住
ま
い
の
方
が
亡

く
な
っ
た
。

　
最
近
は
高
齢
者
の
孤
独
死
事

例
が
増
え
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で

次
の
こ
と
を
お
尋
ね
す
る
。

①
本
町
の
単
身
世
帯
高
齢
者
数

②
今
後
の
単
身
世
帯
高
齢
者
数

　
の
推
移
の
予
測

③
過
去
の
町
内
で
孤
独
死
と
思

　
わ
れ
る
高
齢
者
数

高
齢
者
の
孤
独
死
予
防
策

保
健
福
祉
課
長
　
高
齢
者
の
行
動
あ
っ
て
の
効
果
。
啓
蒙
活
動
に
注
力
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
進
捗
状
況

教
育
長
　
来
年
度
前
期
に
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
種
々
の
統
計
か
ら
推
定
７
０

　
０
〜
８
０
０
人
と
思
わ
れ
る
。

②
高
齢
者
人
口
比
率
が
19
％
か

　
ら
令
和
45
年
に
は
30
％
に
増

　
加
予
測
（
国
立
社
会
保
障
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
費
用
と

か
高
齢
者
の
受
益
と
負
担
に
対

す
る
考
え
も
あ
る
の
で
、
ま
ず

は
現
行
の
諸
事
業
の
周
知
徹
底

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
県
外
の
大
学
な
ど
に
進
ん

で
も
宇
多
津
に
帰
っ
て
就
職
す

る
と
か
、
県
外
で
就
職
し
て
も

ふ
る
さ
と
に
愛
着
や
誇
り
を
も

て
る
よ
う
な
充
実
し
た
ふ
る
さ

と
教
育
を
し
て
欲
し
い
と
願
う
。

ど
の
よ
う
な
学
習
を
し
て
い
る

の
か
。

　
　
10
月
の
台
風
19
号
の
豪
雨

で
、
要
支
援
者
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
高
齢
者
が
多
く
亡
く
な
っ

て
い
る
。
町
の
要
支
援
者
名
簿

に
何
人
が
登
録
し
て
い
る
の
か
。

　
防
災
計
画
に
は
、
地
域
と
連

携
し
、
個
別
計
画
の
作
成
に
努

め
、
災
害
時
に
効
果
的
に
利
用

す
る
こ
と
で
適
切
な
援
護
を
行

ふ
る
さ
と
教
育
の
充
実
を
願
う

教
育
次
長
　
地
域
の
伝
統
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
る

避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別
計
画
の
作
成
は

危
機
管
理
課
長
　
早
急
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
月
１

日
現
在
、
登
録
者
は
４
７
１
人

④
単
身
世
帯
高
齢
者
へ
の
現
行

　
扶
助
施
策

⑤
現
在
の
扶
助
施
策
の
過
不
足

　
の
検
討
と
孤
独
死
予
防
策

　
人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る
）
。

③
過
去
３
年
の
平
均
で
年
間
３

　
〜
５
件
の
事
例
が
疑
わ
れ
る
。

④
ふ
れ
あ
い
見
守
り
活
動
（
郵

　
便
・
新
聞
・
食
事
の
宅
配
）

　
緊
急
通
報
装
置
貸
与
事
業
な

　
ど
で
対
応
。

⑤
ど
の
施
策
も
高
齢
者
の
行
動

　
が
あ
っ
て
効
果
が
発
揮
で
き

　
る
。
更
に
周
知
啓
発
を
行
っ

　
て
い
く
。

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
に
つ
い
て
は
文
部
科
学
省
の

旗
振
り
で
平
成
29
年
４
月
か
ら

始
ま
っ
た
制
度
で
、
何
度
か
取

り
組
み
に
つ
い
て
う
か
が
っ
て

き
た
。

　
新
教
育
長
も
教
育
次
長
の
時

代
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
と
聞

い
て
い
る
。
新
任
早
々
だ
が
早

速
に
組
織
立
ち
上
げ
の
進
捗
を

う
か
が
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
本
事
案
に
つ
い

て
は
事
前
研
修
な
ど
で
、
そ
の

必
要
性
を
再
認
識
し
た
。
平
成

30
年
度
に
地
域
学
校
協
働
活
動

推
進
員
を
１
名
雇
用
、
地
域
協

働
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
今
後
の
取
り
組
み
は
、
今
年

度
中
に
関
係
規
則
を
整
備
し
、

同
時
に
関
係
機
関
で
、
目
指
す

　
社
会
科
の
副
読
本
「
の
び
ゆ

く
宇
多
津
町
」
を
３
・
４
年
生

で
使
用
し
て
い
る
が
、
低
高
学

年
は
ど
う
か
。
ま
た
、
デ
ー
タ

ー
の
古
い
も
の
、
制
度
が
変
わ

っ
た
り
し
て
実
情
に
合
わ
な
い

も
の
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
と

し
て
は
、
地
域
の
伝
統
文
化
を

学
習
す
る
機
会
の
充
実
で
あ
る
。

町
家
と
お
ひ
な
さ
ん
や
秋
の
例

大
祭
な
ど
、
身
近
な
行
事
に
関

わ
っ
て
い
る
。

　
低
高
学
年
は
使
用
し
て
な
い

が
、
ふ
る
さ
と
の
大
切
さ
や
ま

う
と
あ
る
が
、
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
自
治
会
も
家
族
葬
が
近

年
急
激
に
増
え
、
隣
同
士
で
も

死
亡
や
入
院
入
所
の
情
報
が
な

く
な
り
つ
つ
あ
る
。
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

ち
の
防
災
な
ど
に
つ
い
て
考
え

る
授
業
を
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に

応
じ
て
学
習
し
て
い
る
。
副
読

本
は
内
容
を
再
確
認
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
　
　

で
あ
る
。
個
別
計
画
は
実
際
に

誰
が
支
援
し
、
ど
こ
に
、
ど
ん

な
手
段
で
避
難
す
る
の
か
、
実

効
性
の
あ
る
計
画
と
な
っ
て
な

い
も
の
も
あ
り
、
そ
の
精
査
が

で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。

　
近
所
付
き
合
い
が
薄
れ
て
い

る
状
況
や
自
治
会
の
な
い
地
域

で
の
支
援
者
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
個
別
計
画
作
成

と
支
援
者
確
保
は
、
保
健
福
祉

課
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
も
連
携
し
、
早
急
に
対
応
し

て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

方
向
や
活
動
の
イ
メ
ー
ジ
を
統

一
し
て
い
く
議
論
を
経
て
、
令

和
２
年
度
前
半
に
学
校
運
営
協

議
会
を
設
置
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
導
入
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
現
行
の
事
業
の
み
で
は
発

見
が
遅
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

今
後
更
に
有
効
な
施
策
、
例
え

ば
財
源
は
要
る
が
、
警
備
会
社

に
委
託
す
る
と
か
を
考
え
て
は

ど
う
か
。

大松　喜次郎　議員
だいまつ　　 き   じ ろう
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７
０

　
０
〜
８
０
０
人
と
思
わ
れ
る
。

②
高
齢
者
人
口
比
率
が
19
％
か

　
ら
令
和
45
年
に
は
30
％
に
増

　
加
予
測
（
国
立
社
会
保
障
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
費
用
と

か
高
齢
者
の
受
益
と
負
担
に
対

す
る
考
え
も
あ
る
の
で
、
ま
ず

は
現
行
の
諸
事
業
の
周
知
徹
底

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
県
外
の
大
学
な
ど
に
進
ん

で
も
宇
多
津
に
帰
っ
て
就
職
す

る
と
か
、
県
外
で
就
職
し
て
も

ふ
る
さ
と
に
愛
着
や
誇
り
を
も

て
る
よ
う
な
充
実
し
た
ふ
る
さ

と
教
育
を
し
て
欲
し
い
と
願
う
。

ど
の
よ
う
な
学
習
を
し
て
い
る

の
か
。

　
　
10
月
の
台
風
19
号
の
豪
雨

で
、
要
支
援
者
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
高
齢
者
が
多
く
亡
く
な
っ

て
い
る
。
町
の
要
支
援
者
名
簿

に
何
人
が
登
録
し
て
い
る
の
か
。

　
防
災
計
画
に
は
、
地
域
と
連

携
し
、
個
別
計
画
の
作
成
に
努

め
、
災
害
時
に
効
果
的
に
利
用

す
る
こ
と
で
適
切
な
援
護
を
行

ふ
る
さ
と
教
育
の
充
実
を
願
う

教
育
次
長
　
地
域
の
伝
統
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
る

避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別
計
画
の
作
成
は

危
機
管
理
課
長
　
早
急
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
月
１

日
現
在
、
登
録
者
は
４
７
１
人

④
単
身
世
帯
高
齢
者
へ
の
現
行

　
扶
助
施
策

⑤
現
在
の
扶
助
施
策
の
過
不
足

　
の
検
討
と
孤
独
死
予
防
策

　
人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る
）
。

③
過
去
３
年
の
平
均
で
年
間
３

　
〜
５
件
の
事
例
が
疑
わ
れ
る
。

④
ふ
れ
あ
い
見
守
り
活
動
（
郵

　
便
・
新
聞
・
食
事
の
宅
配
）

　
緊
急
通
報
装
置
貸
与
事
業
な

　
ど
で
対
応
。

⑤
ど
の
施
策
も
高
齢
者
の
行
動

　
が
あ
っ
て
効
果
が
発
揮
で
き

　
る
。
更
に
周
知
啓
発
を
行
っ

　
て
い
く
。

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
に
つ
い
て
は
文
部
科
学
省
の

旗
振
り
で
平
成
29
年
４
月
か
ら

始
ま
っ
た
制
度
で
、
何
度
か
取

り
組
み
に
つ
い
て
う
か
が
っ
て

き
た
。

　
新
教
育
長
も
教
育
次
長
の
時

代
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
と
聞

い
て
い
る
。
新
任
早
々
だ
が
早

速
に
組
織
立
ち
上
げ
の
進
捗
を

う
か
が
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
本
事
案
に
つ
い

て
は
事
前
研
修
な
ど
で
、
そ
の

必
要
性
を
再
認
識
し
た
。
平
成

30
年
度
に
地
域
学
校
協
働
活
動

推
進
員
を
１
名
雇
用
、
地
域
協

働
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
今
後
の
取
り
組
み
は
、
今
年

度
中
に
関
係
規
則
を
整
備
し
、

同
時
に
関
係
機
関
で
、
目
指
す

　
社
会
科
の
副
読
本
「
の
び
ゆ

く
宇
多
津
町
」
を
３
・
４
年
生

で
使
用
し
て
い
る
が
、
低
高
学

年
は
ど
う
か
。
ま
た
、
デ
ー
タ

ー
の
古
い
も
の
、
制
度
が
変
わ

っ
た
り
し
て
実
情
に
合
わ
な
い

も
の
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
と

し
て
は
、
地
域
の
伝
統
文
化
を

学
習
す
る
機
会
の
充
実
で
あ
る
。

町
家
と
お
ひ
な
さ
ん
や
秋
の
例

大
祭
な
ど
、
身
近
な
行
事
に
関

わ
っ
て
い
る
。

　
低
高
学
年
は
使
用
し
て
な
い

が
、
ふ
る
さ
と
の
大
切
さ
や
ま

う
と
あ
る
が
、
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
自
治
会
も
家
族
葬
が
近

年
急
激
に
増
え
、
隣
同
士
で
も

死
亡
や
入
院
入
所
の
情
報
が
な

く
な
り
つ
つ
あ
る
。
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

ち
の
防
災
な
ど
に
つ
い
て
考
え

る
授
業
を
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に

応
じ
て
学
習
し
て
い
る
。
副
読

本
は
内
容
を
再
確
認
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
　
　

で
あ
る
。
個
別
計
画
は
実
際
に

誰
が
支
援
し
、
ど
こ
に
、
ど
ん

な
手
段
で
避
難
す
る
の
か
、
実

効
性
の
あ
る
計
画
と
な
っ
て
な

い
も
の
も
あ
り
、
そ
の
精
査
が

で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。

　
近
所
付
き
合
い
が
薄
れ
て
い

る
状
況
や
自
治
会
の
な
い
地
域

で
の
支
援
者
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
個
別
計
画
作
成

と
支
援
者
確
保
は
、
保
健
福
祉

課
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
も
連
携
し
、
早
急
に
対
応
し

て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

方
向
や
活
動
の
イ
メ
ー
ジ
を
統

一
し
て
い
く
議
論
を
経
て
、
令

和
２
年
度
前
半
に
学
校
運
営
協

議
会
を
設
置
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
導
入
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
現
行
の
事
業
の
み
で
は
発

見
が
遅
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

今
後
更
に
有
効
な
施
策
、
例
え

ば
財
源
は
要
る
が
、
警
備
会
社

に
委
託
す
る
と
か
を
考
え
て
は

ど
う
か
。

大松　喜次郎　議員
だいまつ　　 き   じ ろう
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問 問問井
原
健
康
増
進
課
長

井
原
健
康
増
進
課
長

今
井
住
民
生
活
課
長

一
般
質
問

一
般
質
問

中
谷
教
育
次
長

問

問 亀
井
副
町
長

神出　佳宏　議員
かん で　　 よしひろ

　
　
２
０
２
０
年
３
月
に
、
四

国
水
族
館
が
オ
ー
プ
ン
す
る
予

定
で
あ
る
。
そ
れ
に
と
も
な
い

周
辺
地
域
の
住
民
は
大
き
な
不

安
を
抱
え
て
い
る
。
例
え
ば
、

水
族
館
以
外
の
店
舗
へ
の
乗
用

車
の
出
入
り
の
問
題
、
ご
み
等

の
ポ
イ
捨
て
の
増
加
、
交
通
渋

四
国
水
族
館
の
周
辺
環
境
は

住
民
生
活
課
長
　
四
国
水
族
館
事
業
者
に
対
応
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
る

が
ん
検
診
受
診
率
の
推
移
と
現
状

健
康
増
進
課
長
　
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る

　
　
６
月
議
会
で
「
大
学
の
学

費
が
年
間
50
万
円
以
上
か
か
り
、

奨
学
金
を
借
り
る
人
が
増
え
て

い
る
。
し
か
し
、
新
卒
者
は
収

入
が
少
な
い
た
め
返
済
が
大
変

と
い
う
実
態
が
あ
る
。
町
独
自

の
奨
学
金
返
済
支
援
制
度
を
求

め
る
。
」
と
質
問
を
し
、
町
単

位
で
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
県
内
他
市
町
の
動
向
を
注

　
　
町
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

に
よ
り
、
町
民
は
助
成
を
受
け

る
機
会
が
あ
る
。
し
か
し
、
助

成
の
種
類
・
担
当
課
は
多
岐
に

わ
た
り
、
町
民
か
ら
ど
の
課
で

の
助
成
か
が
わ
か
り
に
く
い
と

い
う
声
も
聞
く
。
各
担
当
課
の

助
成
を
一
括
し
、
対
象
者
ご
と

高
校
生
・
大
学
生
の
奨
学
金
制
度
を

教
育
次
長
　
町
も
そ
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る

町
の
助
成
制
度
の
一
覧
化
を

副
町
長
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
で
周
知
し
て
い
る

滞
を
原
因
と
し
た
事
故
の
ト
ラ

ブ
ル
、
更
に
様
々
な
苦
情
や
問

い
合
わ
せ
に
対
し
、
町
で
は
ど

の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る

か
。
ま
た
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
や
歩

行
者
の
安
全
を
ど
う
守
る
の
か

を
う
か
が
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
周
辺
住

民
が
安
全
安
心
に
生
活
で
き
る

よ
う
な
交
通
環
境
を
確
保
す
る

た
め
、
交
通
対
策
委
員
会
を
設

置
し
、
検
討
を
重
ね
て
き
た
。

委
員
会
で
は
、
交
通
渋
滞
の
緩

和
を
図
る
た
め
、
交
通
量
調
査

を
行
い
道
路
改
良
工
事
や
、
誘

　
　
宇
多
津
町
に
お
け
る
が
ん

検
診
受
診
率
の
推
移
と
現
状
に

つ
い
て
う
か
が
う
。
ま
た
、
個

別
の
勧
奨
・
再
勧
奨
の
実
施
状

況
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
腸
が

ん
検
診
は
、
平
成
30
年
度
19
・

７
％
で
、
こ
の
５
年
間
で
高
い

伸
び
率
と
な
っ
た
。
胃
が
ん
27

・
４
％
と
肺
が
ん
18
・
８
％
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
は
グ
ロ
ー
ブ
が
な
く

て
も
パ
ウ
ダ
ー
で
同
様
の
効
果

が
あ
る
。
ま
ず
、
年
１
回
の
検

横
ば
い
の
状
況
。
乳
が
ん
検
診

は
平
成
29
年
度
27
・
９
％
で
県

内
５
位
。
子
宮
頸
が
ん
は
28
・

６
％
で
県
内
１
位
。
こ
の
２
つ

の
検
診
は
、
全
国
平
均
を
10
％

以
上
上
回
っ
て
い
る
。
平
成
25

年
度
よ
り
、
東
京
大
学
医
学
部

放
射
線
医
学
教
室
准
教
授
の
中

川
先
生
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
迎
え
て
い
る
。
町
と
し
て
一

人
で
も
多
く
の
方
に
検
診
を
受

視
し
た
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

再
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
県
内

で
は
多
度
津
町
と
綾
川
町
で
実

施
し
て
い
る
。
本
町
で
も
町
独

自
の
対
策
を
講
じ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
去
る
６
月
の

議
会
で
「
奨
学
金
制
度
は
国
県

や
支
援
機
構
で
対
策
が
な
さ
れ

て
お
り
、
必
要
性
の
高
ま
り
に

に
区
分
け
す
る
こ
と
で
、
町
民

は
助
成
を
受
け
や
す
く
な
り
、

職
員
に
と
っ
て
も
課
同
士
の
連

携
が
と
れ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
。
助
成
を
一
覧
化
し
て
広
報

な
ど
で
周
知
し
て
は
ど
う
か
。

応
じ
動
向
は
注
視
し
て
い
き
た

い
。
」
と
答
弁
し
た
。
県
内
全

市
町
で
何
ら
か
の
取
り
組
み
が

あ
り
、
町
独
自
の
支
援
制
度
を

他
の
支
援
制
度
も
含
め
、
ど
の

よ
う
な
も
の
が
、
学
生
や
保
護

者
に
と
っ
て
有
効
で
効
率
が
高

い
か
研
究
し
、
制
度
化
を
図
り

た
い
。

　
　
　
　
　
　
本
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
助
成
一
覧
表
を
掲
載
し
、

「
助
成
・
補
助
制
度
」
の
見
出

し
を
開
く
と
詳
細
が
閲
覧
で
き

る
。
ま
た
、
「
暮
ら
し
の
便
利

帳
」
を
町
民
や
新
た
に
転
入
す

る
方
に
配
布
し
、
行
政
分
野
ご

と
に
助
成
・
補
助
制
度
の
情
報

導
計
画
、
案
内
標
識
、
駐
車
場

の
確
保
な
ど
協
議
し
て
き
た
。

様
々
な
苦
情
、
要
望
、
問
い
合

わ
せ
な
ど
に
つ
い
て
四
国
水
族

館
事
業
者
が
誠
意
を
持
っ
て
対

応
を
講
じ
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
て
い
る
。

　
　乳
が
ん
の
早
期
発
見
に
役

立
つ
、
乳
が
ん
自
己
検
診
用
グ

ロ
ー
ブ
の
導
入
は
。

水本　冨美子　議員
みずもと       ふ　み　こ

を
掲
載
し
て
い
る
。
広
報
な
ど

で
の
周
知
の
提
案
だ
が
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
準
用
す
る
な
ど
、

方
法
を
検
討
し
た
い
。

け
て
い
た
だ
く
た
め
、
き
め
細

か
な
受
診
勧
奨
を
行
っ
て
い
る
。
診
の
受
診
勧
奨
を
進
め
た
い
。
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０
２
０
年
３
月
に
、
四

国
水
族
館
が
オ
ー
プ
ン
す
る
予

定
で
あ
る
。
そ
れ
に
と
も
な
い

周
辺
地
域
の
住
民
は
大
き
な
不

安
を
抱
え
て
い
る
。
例
え
ば
、

水
族
館
以
外
の
店
舗
へ
の
乗
用

車
の
出
入
り
の
問
題
、
ご
み
等

の
ポ
イ
捨
て
の
増
加
、
交
通
渋

四
国
水
族
館
の
周
辺
環
境
は

住
民
生
活
課
長
　
四
国
水
族
館
事
業
者
に
対
応
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
る

が
ん
検
診
受
診
率
の
推
移
と
現
状

健
康
増
進
課
長
　
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る

　
　
６
月
議
会
で
「
大
学
の
学

費
が
年
間
50
万
円
以
上
か
か
り
、

奨
学
金
を
借
り
る
人
が
増
え
て

い
る
。
し
か
し
、
新
卒
者
は
収

入
が
少
な
い
た
め
返
済
が
大
変

と
い
う
実
態
が
あ
る
。
町
独
自

の
奨
学
金
返
済
支
援
制
度
を
求

め
る
。
」
と
質
問
を
し
、
町
単

位
で
は
実
施
さ
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向
を
注

　
　
町
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

に
よ
り
、
町
民
は
助
成
を
受
け

る
機
会
が
あ
る
。
し
か
し
、
助

成
の
種
類
・
担
当
課
は
多
岐
に

わ
た
り
、
町
民
か
ら
ど
の
課
で

の
助
成
か
が
わ
か
り
に
く
い
と

い
う
声
も
聞
く
。
各
担
当
課
の

助
成
を
一
括
し
、
対
象
者
ご
と

高
校
生
・
大
学
生
の
奨
学
金
制
度
を

教
育
次
長
　
町
も
そ
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る

町
の
助
成
制
度
の
一
覧
化
を

副
町
長
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
で
周
知
し
て
い
る

滞
を
原
因
と
し
た
事
故
の
ト
ラ

ブ
ル
、
更
に
様
々
な
苦
情
や
問

い
合
わ
せ
に
対
し
、
町
で
は
ど

の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る

か
。
ま
た
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
や
歩

行
者
の
安
全
を
ど
う
守
る
の
か

を
う
か
が
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
周
辺
住

民
が
安
全
安
心
に
生
活
で
き
る

よ
う
な
交
通
環
境
を
確
保
す
る

た
め
、
交
通
対
策
委
員
会
を
設

置
し
、
検
討
を
重
ね
て
き
た
。

委
員
会
で
は
、
交
通
渋
滞
の
緩

和
を
図
る
た
め
、
交
通
量
調
査

を
行
い
道
路
改
良
工
事
や
、
誘

　
　
宇
多
津
町
に
お
け
る
が
ん

検
診
受
診
率
の
推
移
と
現
状
に

つ
い
て
う
か
が
う
。
ま
た
、
個

別
の
勧
奨
・
再
勧
奨
の
実
施
状

況
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
腸
が

ん
検
診
は
、
平
成
30
年
度
19
・

７
％
で
、
こ
の
５
年
間
で
高
い

伸
び
率
と
な
っ
た
。
胃
が
ん
27

・
４
％
と
肺
が
ん
18
・
８
％
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
は
グ
ロ
ー
ブ
が
な
く

て
も
パ
ウ
ダ
ー
で
同
様
の
効
果

が
あ
る
。
ま
ず
、
年
１
回
の
検

横
ば
い
の
状
況
。
乳
が
ん
検
診

は
平
成
29
年
度
27
・
９
％
で
県

内
５
位
。
子
宮
頸
が
ん
は
28
・

６
％
で
県
内
１
位
。
こ
の
２
つ

の
検
診
は
、
全
国
平
均
を
10
％

以
上
上
回
っ
て
い
る
。
平
成
25

年
度
よ
り
、
東
京
大
学
医
学
部

放
射
線
医
学
教
室
准
教
授
の
中

川
先
生
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
迎
え
て
い
る
。
町
と
し
て
一

人
で
も
多
く
の
方
に
検
診
を
受

視
し
た
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

再
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
県
内

で
は
多
度
津
町
と
綾
川
町
で
実

施
し
て
い
る
。
本
町
で
も
町
独

自
の
対
策
を
講
じ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
去
る
６
月
の

議
会
で
「
奨
学
金
制
度
は
国
県

や
支
援
機
構
で
対
策
が
な
さ
れ

て
お
り
、
必
要
性
の
高
ま
り
に

に
区
分
け
す
る
こ
と
で
、
町
民

は
助
成
を
受
け
や
す
く
な
り
、

職
員
に
と
っ
て
も
課
同
士
の
連

携
が
と
れ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
。
助
成
を
一
覧
化
し
て
広
報

な
ど
で
周
知
し
て
は
ど
う
か
。

応
じ
動
向
は
注
視
し
て
い
き
た

い
。
」
と
答
弁
し
た
。
県
内
全

市
町
で
何
ら
か
の
取
り
組
み
が

あ
り
、
町
独
自
の
支
援
制
度
を

他
の
支
援
制
度
も
含
め
、
ど
の

よ
う
な
も
の
が
、
学
生
や
保
護

者
に
と
っ
て
有
効
で
効
率
が
高

い
か
研
究
し
、
制
度
化
を
図
り

た
い
。

　
　
　
　
　
　
本
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
助
成
一
覧
表
を
掲
載
し
、

「
助
成
・
補
助
制
度
」
の
見
出

し
を
開
く
と
詳
細
が
閲
覧
で
き

る
。
ま
た
、
「
暮
ら
し
の
便
利

帳
」
を
町
民
や
新
た
に
転
入
す

る
方
に
配
布
し
、
行
政
分
野
ご

と
に
助
成
・
補
助
制
度
の
情
報

導
計
画
、
案
内
標
識
、
駐
車
場

の
確
保
な
ど
協
議
し
て
き
た
。

様
々
な
苦
情
、
要
望
、
問
い
合

わ
せ
な
ど
に
つ
い
て
四
国
水
族

館
事
業
者
が
誠
意
を
持
っ
て
対

応
を
講
じ
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
て
い
る
。

　
　乳
が
ん
の
早
期
発
見
に
役

立
つ
、
乳
が
ん
自
己
検
診
用
グ

ロ
ー
ブ
の
導
入
は
。

水本　冨美子　議員
みずもと       ふ　み　こ

を
掲
載
し
て
い
る
。
広
報
な
ど

で
の
周
知
の
提
案
だ
が
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
準
用
す
る
な
ど
、

方
法
を
検
討
し
た
い
。

け
て
い
た
だ
く
た
め
、
き
め
細

か
な
受
診
勧
奨
を
行
っ
て
い
る
。
診
の
受
診
勧
奨
を
進
め
た
い
。
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昨
年
は
地
震
、
台
風
や
異
常
気
象
に

よ
る
局
地
的
な
集
中
豪
雨
、
国
会
で
は

日
韓
関
係
、
桜
を
見
る
会
の
問
題
等
の

騒
ぎ
も
あ
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
令
和

元
年
が
過
ぎ
、
季
節
も
変
わ
り
、
す
っ

か
り
冬
本
番
で
寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
時
期
は
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
増
え
る
時
期
で
も
あ
り
、
そ
の
対

策
の
基
本
は
、
や
は
り
手
洗
い
・
う
が

い
・
十
分
な
睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
事
を
心
が
け
、
免
疫
力
を
高
め
る
こ

と
も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
加
え
て
水
分
補
給
は
夏
だ

け
で
は
な
く
冬
も
重
要
で「
水
分
補
給
」

に
よ
っ
て
喉
や
鼻
の
粘
膜
を
潤
す
こ
と

で
、
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　
自
分
は
大
丈
夫
と
い
う
油
断
は
、
魔

に
付
け
入
る
隙
を
あ
た
え
ま
す
の
で
、

付
け
入
ら
せ
な
い
健
康
管
理
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
黒
　
一
也
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
西
本
　
祐
子

副
委
員
長
　
大
黒
　
一
也

委
　  

員
　
神
出
　
佳
宏

委
　  

員
　
水
本
冨
美
子

委
　  

員
　
港
　
　
一
紫

発
行
責
任
者

議
　  

長
　
宮
本
　
　
隆

　11月16日、保健センターで「第16回議

会報告会」を開催しました。参加者は21

人で、平成30年度の決算と令和元年度の

事業説明などをしました。

　フリートークではテーマに沿った貴重

なご意見をいただきました。今後の町政

や議会の取り組みに活かしていきます。

・ハザードマップをもっとわかりやすく、

　字も大きくしてほしい。

・警報の出し方をもっとわかりやすくし

　てほしい。

・水族館オープン後の渋滞や緊急車両の

　対策を。

・水族館の住民説明会は、いつあるのか。

・浜五番丁交差点の南北の信号機に、右

　折の補助信号を設置してほしい。

・県道33号線の役場前の交差点は、右折

　の大型車がいると大渋滞になる。直進

　車が妨げられて、とても危険。

・所有者不明の空き家が危険な時、町は

　どう対応するのか。

・通学路に防犯カメラを増やしてほしい。

第16回　議会報告会

フリートーク　「安全な まちづくりを目指して」

これを受けて議会から町に、町
から水族館側に申し入れをし、
説明会が開催されました。1月
13日にユープラザで行われた会
には、約150人ほどが参加しま
した。　　

アンケートより
・防災無線が聞こえない。
・交通事故の防止対策をお願いしたい。
・議員はもっと町を強く指導するべきだ。

ハザ
ードマッ

プをもっとわかりやすくハザ
ードマッ

プをもっとわかりやすく

町政を問う「大松杯の課題と展望」ほか
追跡調査　宇小校区に児童館と公園
議会報告会「ハザードマップをわかりやすく」

6

16

7

～入浜式復元塩田　初釜神事～
　かつて日本有数の生産規模を誇った宇多津の塩づくり。
その歴史を後世に伝える復元塩田で、今年も初釜神事が
行われ、関係者が参列しました。現在「宇多津　入浜式
の塩」は六本木の有名シェフにも認められるほどです。


